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本
特
集
の
背
景
と
目
的

　

観
光
庁
の
発
表
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
こ
こ

数
年
急
伸
す
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
に

比
べ
、
日
本
人
の
旅
行
者
数
は
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
と
も
伸
び
悩
み
状
態
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
可
処
分
所
得
な
ど

の
経
済
的
要
因
（
旅
行
に
費
や
す
お
金
が
な

い
、
な
ど
）
や
休
暇
取
得
な
ど
の
社
会
的
要

因（
休
み
が
取
れ
な
い
、時
間
が
な
い
、な
ど
）、

価
値
観
の
多
様
化
（
旅
行
以
外
に
楽
し
む
こ

と
が
あ
る
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や

意
識
の
変
化
な
ど
が
旅
行
意
欲
の
低
下
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
現
況
を
認
識
し
た
上
で
、
効
果
的
な

旅
行
需
要
喚
起
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

日
本
人
の
場
合
、
旅
行
を
誘
発
さ
せ
る
カ

ギ
の
１
つ
と
し
て
、
旅
行
を
行
う
た
め
の
「
大

義
名
分
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
々
の

移
動
に
制
限
が
あ
り
旅
行
が
大
衆
化
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、「
お
蔭
参

り
（
お
伊
勢
参
り
）」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

参
詣
な
ど
の
大
義
名
分
の
も
と
旅
行
を
行
っ

て
い
た
。
現
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大

義
名
分
が
、
旅
行
動
機
を
高
め
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
義
名
分
の
一
つ
と
し
て
、人
生
の「
節
目
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
誕
生
日
や
就
学
・
卒
業
、

就
職
・
退
職
・
転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の

転
換
期
に
当
た
る
節
目
は
、
基
本
的
に
誰
も

が
経
験
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
人

の
人
生
に
お
い
て
特
別
感
を
得
や
す
い
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
節
目
は
、

普
段
あ
ま
り
旅
行
を
し
な
い
人
で
も
旅
行
に

参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
こ
れ
ら
を
旅
行
需
要
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
人
の
旅
行
需
要
の
拡

大
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
（
観
光
地
）

に
と
っ
て
も
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
の
立
場
で
見
る
と
、
昨
今

は
特
に
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
注
目
さ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
消
費

額
が
約
３
・
７
兆
円
（
平
成
28
年
、
観
光
庁
発

表
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
人
国
内
宿
泊

旅
行
の
消
費
額
は
約
16
・
０
兆
円
（
同
）
で

あ
り
、
国
内
旅
行
の
重
要
度
は
極
め
て
高
い

と
言
え
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
は
国
内
旅
行

の
促
進
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

節
目
を
そ
の
手
段
（
政
策
）
の
一
つ
と
捉
え
、

活
用
で
き
れ
ば
、
新
規
需
要
の
獲
得
だ
け
で

な
く
節
目
ご
と
に
訪
れ
る
よ
う
な
リ
ピ
ー

タ
ー
化
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
今
後
の
節
目
旅
行

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。「
特
集
２
座
談
会
」
で
は
、
節
目
旅

行
の
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
過
去
か

ら
現
在
ま
で
の
節
目
旅
行
の
流
れ
を
俯ふ

瞰か
ん

す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
節
目
旅
行
の
あ
り
方

［
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ー
グ
］

 
今
な
ぜ
節
目
旅
行
な
の
か

1

や
地
域
・
観
光
産
業
へ
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に

つ
い
て
示
唆
を
得
る
。
次
に
「
特
集
３
市
場

調
査
」
で
は
、
消
費
者
を
対
象
と
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
節
目
旅
行
の
経
験
や

今
後
の
節
目
旅
行
の
実
施
意
向
な
ど
を
把
握

す
る
。
そ
し
て
「
特
集
４
事
例
」
で
は
、
節
目

旅
行
需
要
を
取
り
込
み
新
規
需
要
開
拓
や

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

代
表
的
な
事
例
（
三
重
県
鳥
羽
市
、
島
根
県

出
雲
地
方
、
四
国
遍
路
、
沖
縄
県
）
に
つ
い
て

現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
取
り
組
み
方
法

や
特
徴
な
ど
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
「
特
集

５
視
座
」
で
は
、
特
集
２
～
４
を
も
と
に
、
今

後
地
域
が
節
目
旅
行
の
誘
客
に
取
り
組
む
上

で
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
提
示
す
る
。

（
ま
き
の　

ひ
ろ
あ
き
）

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員　

牧
野 

博
明

04_05_観光文化236号_プロローグ.indd   4 2018/01/12   午後3:43



5

特集
人生に旅を！ 節目旅行ノススメ
　プロローグ　今なぜ節目旅行なのか1

第236号 January 2018

主な旅行タイプ イメージ

誕生日記念旅行 主に毎年の誕生日や、成人、厄年、還暦、古希、喜寿、傘寿、米寿、卒寿、白寿などを機に行う旅行。健康や長生きを祈念す
る意味合いが強い。

卒業旅行 卒業を機に行う旅行。主に卒業から就職に至るまでの間に行われる。学業に勤しんだ自分へのご褒美や、友人・仲間との想
い出づくりとして行われることが多い。

転職旅行 転職を機に行う旅行。前職に勤しんだ自分へのご褒美・慰労や、新たな環境への気持ちの転換などが意識される。

退職慰労旅行 退職を機に行う旅行。永年の勤務をねぎらうことを目的に行い、仕事に関わった年月を回顧するとともに、新たな人生への
門出を祝う。

新婚旅行 結婚を機に行う旅行。新たな人生を伴侶とともに歩む上での決意や責任感を意識するとともに、伴侶との幸せな時間を２人
きりで共有できる貴重な時間となる。近年は、海外挙式に同行する形で家族旅行（親族を含む）を行うケースも見られる。

結婚記念日旅行 毎年の結婚記念日や、銀婚、真珠婚、金婚などの記念となる年に行う旅行。夫婦愛や家族愛を再認識する。

恋愛祈願旅行 恋人や将来の結婚相手に巡り会うことを願って行う旅行。恋愛成就の社寺を訪れることが多い。

図  本特集において対象とする節目旅行の例

本特集で取り上げる「節目旅行」の範囲

　本特集では、節目旅行を『人生に節目をつけるために行う旅行』と範囲設定をした。そもそも、人生にはいろい

ろな節目があり、広義で捉えるとその際に行う旅行全てが節目旅行となってしまうが、本特集で取り上げる「節目

旅行」の範囲は、特に本人の自発性（自分のために行うもの）を考慮した。具体例は図の通りである。

成⻑などの区切りに行う旅行
成⻑や⻑寿を祝う区切りに行う旅行

ライフステージが変化する際に行う旅行
これまでの生活から新たな生活に変化するタイミングで行う旅行

誕生日

具体的な旅行例

還暦 成人

七五三 厄年

入学 卒業 就職 転職

具体的な旅行例

失恋 結婚 出産 離婚 退職

◦就学記念旅行　　◦結婚記念日旅行

◦卒業旅行　　　　◦恋愛祈願旅行

◦転職旅行　　　　◦恋人との記念日旅行

◦退職慰労旅行　　◦失恋旅行　など

◦新婚旅行

◦誕生日記念旅行
　など
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